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表１生野県庁にむかった村名 こ
の
論
文
で
は
、
兵
庫
県
に
焦
点
を
絞
り
、
「
播
但
一
摸
」
と
呼

ば
れ
て
き
た
解
放
令
反
対
一
摸
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
従
来
一
緒
に
さ
れ
て
き
た
南
北
両
一
摸
を
二
つ
に
分
け
て
考
察

す
べ
き
こ
と
喬
ま
た
定
説
と
さ
れ
て
き
た
指
導
層
を
め
ぐ
る
問
題
、

お
よ
び
部
落
民
の
一
摸
参
加
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
、
反
論
を
加

え
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

明
治
四
年
十
月
、
現
在
の
兵
庫
県
で
「
播
但
一
摸
」
と
呼
ば
れ

る
、
旧
賎
民
の
身
分
解
放
に
反
対
し
た
一
摸
が
起
っ
た
。

一
摸
が
波
及
し
た
地
域
は
、
兵
庫
県
の
中
央
を
南
北
に
流
れ
る
市

川
沿
い
に
、
播
磨
国
と
但
馬
国
に
ま
た
が
り
、
当
時
の
神
東
・
神
西

・
多
可
・
飾
東
・
飾
西
・
朝
来
各
郡
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
廃
藩

置
県
か
ら
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
、
右
の
六
郡
は
、
ま
だ
姫

路
県
・
生
野
県
・
鳥
取
県
・
兵
庫
県
。
竜
野
県
な
ど
に
よ
っ
て
分
割

支
配
さ
れ
て
い
た
。

一
摸
は
、
十
月
十
三
日
姫
路
県
管
下
神
東
郡
辻
川
村
で
勃
発
す

る
。
い
っ
た
ん
須
賀
院
ま
で
進
ん
だ
一
撲
勢
は
二
手
に
分
か
れ
、
一

手
は
飾
西
郡
に
入
っ
て
姫
路
県
庁
に
む
か
い
、
も
う
一
手
は
再
び
辻

川
に
戻
り
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
こ
の
騒
擾
が
生
野
県
管
下
の
村
々
に
波

及
し
、
最
後
に
は
生
野
県
庁
に
押
し
寄
せ
「
皮
多
据
置
」
他
の
要
求

１日鳥取県|日生野県 、
播
但
一
摸
と
生
野
県
一
摸

福渡、美佐、比延、上岩、寺前、

高朝田、宮野、小田原、犬見、新

野

加納、根宇野、柏尾、上吉富、福

本、粟賀、中、小仙力)田、貝野

今井、鶴居、下沢、田中、小室、

千原、谷、岡、鍛冶、森垣、真弓

神西郡

屋形、下吉富、東柏尾神東郡

猪笹、大山下、大山中、円山、岩

屋谷、津村子、山口、羽淵、奥田

路､口田路、山本、新井、立野、

立脇、石田、奥多々良木、口多々

良木、伊由市場、山内、納座、上

八代、ロ八代、川上、桑市

多可郡

(注）「神西神東両郡暴動者罪案処刑」（『兵庫県史料』五十五）及び『大政類典』

第二編第百四十八巻（『近代部落史資料集成』第二巻）より作成

を
の
ま
せ
る
に
至
る
。

従
来
、
こ
の
一
摸
は
、
北
上
し
た
勢
力
も
南
下
し
た
勢
力
も
一
緒

に
し
て
「
播
但
一
摸
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
北
上
し

た
一
撲
勢
と
南
下
し
た
一
撲
勢
は
直
接
連
続
し
て
お
ら
ず
、
性
格
の

違
い
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

表
１
．
２
は
、
北
上
し
て
生
野
県
庁
に
つ
め
か
け
た
村
々
と
南
下

し
て
姫
路
県
庁
に
む
か
っ
た
村
々
の
名
前
、
ま
た
そ
の
村
々
が
ど
こ

の
県
の
管
轄
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
表
を
み
て
明
ら
か

な
よ
う
に
、
ご
く
当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
生
野
県
管
下
の
村
々

は
生
野
県
庁
に
む
か
い
、
姫
路
県
管
下
の
村
々
は
姫
路
県
庁
に
む
か

っ
て
い
る
。
た
だ
、
生
野
県
庁
に
む
か
っ
た
勢
力
の
中
に
は
多
数
の

鳥
取
県
管
下
の
村
々
も
含
ま
れ
る
。
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
わ
か

ら
な
い
が
、
周
囲
を
生
野
県
管
下
の
村
々
に
取
り
囲
ま
れ
、
本
庁
で

あ
る
鳥
取
県
庁
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
所
に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的

（
３
）
 

を
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
図
１
で
明
ら
か
な
通
り
、
生
野
県
庁
を
目

指
す
場
合
、
生
野
県
下
の
村
々
よ
り
も
こ
れ
ら
の
鳥
取
県
下
の
村
々

の
方
が
近
い
こ
と
さ
え
あ
る
。

こ
れ
ら
鳥
取
県
の
村
々
も
含
め
て
生
野
県
管
下
の
村
々
が
生
野
県

庁
に
む
か
い
、
姫
路
県
管
下
の
村
々
が
姫
路
県
庁
に
む
か
っ
た
と
い

う
事
実
（
姫
路
県
庁
に
む
か
っ
た
村
々
の
中
に
も
他
県
の
村
々
が
含

ま
れ
る
が
、
鳥
取
県
下
の
場
合
と
同
じ
理
由
が
考
え
ら
れ
る
）
は
、

一
摸
が
何
の
理
由
も
な
く
北
と
南
の
二
つ
の
進
路
を
と
っ
た
の
で
は

表２姫路県庁にむかった村名

|日姫路県

甘地、奥、近平、坂戸、福

福田、長野、溝口、神谷、

桜、高橋、西谷、板坂、西

山崎、

崎新、

田口、

治

神西郡

‐
。

飾西郡

(注）「明五擬律決議集」（『兵庫県同和教育関係史料集』第一巻）及び『兵庫県
史料』十八（『近代部落史資料集成』第一巻）より作成

な
く
、
両
県
管
下

の
村
々
が
自
分
達

の
要
求
を
通
す
た

め
の
、
い
わ
ば
必

然
的
な
コ
ー
ス
が

北
と
南
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
自
分
達

の
要
求
は
自
分
達

を
管
轄
し
て
い

る
県
の
県
庁
に
持

っ
て
い
っ
た
の

だ
。
で
あ
る
か

ら
、
姫
路
県
管
下

の
農
民
が
北
上
す

る
必
要
は
な
い

し
、
ま
た
実
際
そ

の
形
跡
も
な
い
の

（
４
）
 

で
あ
る
。
従
来

「
播
但
一
摸
」
と

呼
ば
れ
て
き
た
一



･
付
和
随
行
の
村
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（
以
上
生
野
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一
摸
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し
て
の
み
）
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表３播但一摸処罰者表（一部か）

摸
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
生
野
県
庁
に
む
か
っ
た
「
生
野
県
一
摸
」

と
、
姫
路
県
庁
に
む
か
っ
た
「
姫
路
県
一
摸
」
と
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
南
部
の
姫
路
県
一
摸
は
か
な
り
明
ら
か
に

（
５
）
・

さ
れ
て
き
た
が
、
北
部
の
生
野
県
一
摸
に
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が

残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
論
文
で
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
は
、

生
野
県
一
摸
で
あ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
定
説
に
論
点
を
絞
っ

て
、
当
一
摸
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
は
、
当
一
摸
に
お
け
る
指
導
層
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
指
導
層
に
関
す
る
研
究
で
は
、
小
林
茂
氏
の
論
文
「
い
わ
ゆ
る

（
６
）
 

『
解
放
令
』
反
対
一
摸
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
主
導
層
の
性
格
ｌ
」
が

代
表
的
で
あ
る
。

小
林
氏
は
、
こ
の
一
摸
が
富
農
層
に
よ
り
指
導
さ
れ
た
も
の
と
規

定
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
落
解
放
撤
回
の
一
摸
・
運
動
は
決
し
て
貧
農

層
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
富
農
層
な
い
し
村
役
人
の

主
導
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

村数|再庄屋苧|手鼻宴'五人組頭 平百姓他

二
、
指
導
層
を
め
ぐ
る
問
題

計 Ｈ
指
導
層
に
関
す
る
研
究
史

７
４
３
明

＊
３
 

不

神西郡

神東郡

多可郡

姫路県

１
７
５
 

５
 23(他､不明36）

１ 

３
１
 

６ 119 

９
５
４
 ４ 

計 4４ 6３ ４ ６ 6４ 137 

(注）＊山崎組16力村を算入しているので、重複した村があるかもわからない。

(出典）小林茂「いわゆる『解放令』反対一摸をめぐって」（『部落解放研究』第

３号、1974年９月）

出
し
て
し
ま
っ
て

よ
い
の
だ
ろ
う

か
○
小
林
氏
自
身

も
現
に
右
で
、

「
職
責
上
、
そ
の

責
任
を
追
及
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る

…
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
罰
さ
れ

た
理
由
に
よ
っ
て

は
、
一
撲
の
指
導

者
と
は
い
え
な
い

場
合
が
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、

解
放
令
布
告
後
か

ら
一
摸
に
い
た
る

ま
で
の
村
民
達
の

動
向
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
本
当

に
、
村
役
人
達
が

こ
の
一
撲
を
主
導

ら
な
い
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
こ
の
変
革
期
に
乗
じ
て
起
こ
っ

た
下
層
農
民
の
自
分
ら
に
対
す
る
抵
抗
を
、
解
放
撤
回
一
摸
を

主
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
へ
の
抵
抗
に
す
り
か
え
た
感

な
し
と
し
な
い
。
（
中
略
）
し
か
も
、
播
但
一
摸
に
主
導
的
役

割
を
果
た
し
た
の
は
、
中
農
層
以
上
の
有
力
農
民
で
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
（
中
略
）
こ
の
一
摸
に
活
動
し
た
人
物

名
・
身
分
・
年
齢
・
罪
状
。
刑
罰
は
第
一
表
（
本
稿
に
お
い
て

は
略
す
）
・
第
二
表
（
同
前
）
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ

を
と
り
ま
と
め
る
と
、
第
三
表
（
本
稿
に
お
い
て
表
３
）
の
よ

う
に
な
る
。
一
三
七
人
は
恐
ら
く
こ
の
一
摸
処
罰
者
の
一
部
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
う
ち
七
三
人
、
過
半
が
村

役
人
で
あ
る
。
職
責
上
、
そ
の
責
任
を
追
及
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
村
ぐ
る
み
の
勢
で
一
摸
を
か
け
た
こ
と
が

（
７
）
 

推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
気
付
く
点
で
あ
る
が
、
小
林
氏
は
「
富
農
」
が
指
導
し
た
と

し
て
お
き
な
が
ら
も
、
実
際
そ
の
「
富
農
」
に
関
す
る
定
義
は
左

（
８
）
 

く
、
右
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
「
村
役
人
」
（
表
３
の
』
う
ち
の
庄
屋

・
年
寄
・
五
人
組
頭
）
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
以
下
、
村
役
人
指
導
説
と
し
て
氏
の
説
を
扱
う
こ
と
に
す

る
。ま
た
小
林
氏
の
論
理
に
従
え
ば
、
処
罰
さ
れ
た
者
が
す
な
わ
ち
一

摸
の
主
導
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
答
え
を

ロ
村
民
達
の
動
き
（
屋
形
組
を
中
心
に
）

屋
形
組
と
は
、
神
東
郡
の
屋
形
村
・
東
柏
尾
村
・
下
吉
富
村
及
び

神
西
郡
の
岡
村
・
鍛
冶
村
・
野
村
・
下
沢
村
・
鶴
居
村
・
今
井
村
・

田
中
村
・
小
室
村
。
千
原
村
・
谷
村
の
計
十
三
力
村
を
指
す
。
（
図

１
参
照
）
こ
の
屋
形
組
に
布
告
（
「
解
放
令
」
）
が
伝
わ
っ
た
の
は
、

九
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
動
き
は
、
ま
ず

村
役
人
達
の
間
か
ら
起
こ
っ
た
。

九
月
二
十
日
、
鶴
居
村
元
年
寄
の
岡
田
利
平
宅
で
、
今
井
村
年
寄

の
敦
賀
謙
三
と
、
屋
形
組
触
元
の
内
藤
吉
兵
衛
が
出
会
っ
た
。
謙
三

は
、
蔵
多
一
件
に
触
れ
、
村
役
人
よ
り
県
に
歎
願
し
た
い
と
申
し
出

ト
テ

た
。
し
か
し
士
ロ
兵
衛
は
、
「
海
内
一
般
ノ
布
告
二
付
、
麹
モ
相
立
間

し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
林
氏
は
、
前
掲
の
論
文
の
中
で
、
一

摸
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
複
数
の
史
料
に
基
づ
い
て
述
べ（
９
）
 

ら
れ
て
い
る
が
、
姫
路
県
刑
法
係
の
神
西
郡
山
崎
組
国
五
郎
の
調
書

が
部
分
的
に
参
考
に
な
る
ほ
か
は
、
村
落
構
成
員
全
体
と
し
て
の
動

向
は
つ
か
み
に
く
い
史
料
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
野
県
神
東

・
神
西
郡
屋
形
組
に
お
け
る
村
民
達
の
動
き
を
、
『
兵
庫
県
史
料
』

（
、
）

に
含
ま
れ
て
い
る
「
神
西
神
東
両
郡
暴
動
者
罪
案
処
刑
」
を
通
じ
て

み
て
、
ま
た
、
な
ぜ
村
役
人
達
が
罰
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
い
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
生
野
県
一
摸
に
お
け
る
指
導
層
と
は
一

体
誰
で
あ
っ
た
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。
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敷
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
傍
よ
り
利
平
が
、
「
余
り
残
念
一
一
付
、
打

寄
歎
願
致
度
」
と
言
い
出
し
た
の
で
、
吉
兵
衛
は
明
後
日
に
寄
合
を

持
つ
こ
と
で
承
諾
し
た
。

二
十
一
日
、
村
役
人
寄
合
で
、
皮
多
据
置
の
歎
願
書
を
県
に
提
出

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
お
り
し
も
、
森
垣
組
と
猪
笹
組
か
ら
、

と
も
に
歎
願
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
二
十
二
日
、

一
紙
連
判
で
生
野
県
庁
へ
歎
願
し
た
。
こ
れ
が
第
一
回
目
で
あ
る
。

し
か
し
二
十
五
日
、
こ
の
歎
願
書
は
「
厚
き
御
理
解
の
上
」
不
採

用
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
、
小
前
層
が
元
皮
多
と
の
売

買
を
し
な
く
た
る
が
、
村
役
人
達
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
ら
し

い
。
た
だ
、
小
前
達
の
不
売
の
動
き
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

下
沢
村
小
前
の
堀
吉
太
郎
の
罪
案
口
招
に
よ
る
と
、
彼
は
酒
屋
を

営
ん
で
い
た
が
、
他
の
小
前
達
が
売
買
を
し
な
く
な
っ
て
も
彼
は
十

月
初
旬
ま
で
旧
穣
多
の
人
々
に
酒
を
売
っ
て
い
た
。
し
か
し
次
第

に
、
「
彼
等
（
Ⅱ
旧
穣
多
の
こ
と
）
ト
ー
緒
二
相
成
候
旨
風
説
人
気

立
候
モ
難
し
計
、
恐
シ
ク
存
」
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
三
日
か
ら

彼
ら
に
酒
を
売
る
の
を
や
め
た
ら
し
い
。
旧
穣
多
と
の
売
買
を
許
さ

な
い
風
潮
が
広
範
囲
の
小
前
達
に
浸
透
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

十
月
三
日
、
今
井
村
庄
屋
高
橋
与
一
一
一
兵
衛
宅
に
、
同
村
字
大
日
の

旧
穣
多
四
人
が
来
て
、
「
以
来
蘂
牛
埋
場
並
諸
事
平
民
同
様
扱
呉
レ

候
様
」
申
し
出
た
。
こ
れ
を
慢
心
増
長
と
受
け
取
っ
た
与
三
兵
衛

は
、
隣
村
の
状
態
を
問
合
せ
に
使
い
を
や
っ
た
が
、
ど
こ
も
不
穏
な

を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
な
り
、
一
味
同
心
の
約
定
書
を
作
成
し
た
。

翌
六
日
の
小
室
天
神
社
で
の
屋
形
組
内
七
力
村
に
よ
る
惣
寄
合
で

は
、
蜷
牛
は
村
端
に
埋
め
る
こ
と
、
「
穣
多
一
件
ハ
村
役
人
ヲ
以
テ
歎

願
二
及
上
、
若
不
一
一
取
次
一
ハ
、
幸
旧
知
事
様
屋
形
村
御
泊
リ
ニ
付
、

直
願
可
レ
致
」
こ
と
、
「
穣
多
強
勢
ノ
節
ハ
、
相
図
次
第
互
一
一
助
合
」

う
こ
と
か
相
談
さ
れ
た
。
し
か
し
途
中
で
、
内
藤
吉
兵
衛
他
の
村
役

人
よ
り
差
し
止
め
ら
れ
流
会
と
な
っ
た
。

七
日
、
小
前
の
動
勢
が
不
穏
の
た
め
、
再
び
村
役
人
寄
合
が
も
た

れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
内
藤
吉
兵
衛
の
罪
案
口
招
か
ら
も
、
「
今
井

村
始
小
前
一
同
人
気
不
し
治
、
県
庁
ヨ
リ
ハ
彼
是
申
者
可
一
一
連
来
こ
と

の
達
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
一
文
が
み
ら
れ
、
小
前
が
い
か
に

騒
ぎ
立
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
責
任
の
が
れ

か
ら
の
自
供
と
は
思
わ
れ
ず
、
他
の
多
く
の
小
前
の
調
書
も
同
じ
事

実
を
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
吉
兵
衛
は
、
「
多
人
数
連
行
候
事
モ
不
一
一
相
成
こ
と
考
え
、

結
局
寄
合
で
相
談
の
末
、
再
歎
願
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

二
度
目
の
歎
願
は
、
小
前
の
力
が
村
役
人
を
動
か
し
て
実
現
し
た
の

で
あ
っ
た
。

八
日
、
高
橋
与
三
兵
衛
ら
の
惣
代
が
県
庁
に
向
い
歎
願
書
を
提
出

し
た
が
、
再
度
不
採
用
と
左
り
、
十
日
彼
ら
は
帰
村
し
、
そ
の
旨
を

小
前
に
知
ら
せ
た
。

そ
し
て
遂
に
同
月
十
三
日
夕
方
、
屋
形
組
か
ら
約
四
キ
ロ
南
方
の

状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
再
度
村
役
人
か
ら
の
歎
願
を
考
え
る
。

そ
の
た
め
翌
四
日
、
村
役
人
害
合
が
も
た
れ
た
が
、
そ
の
中
の
最

高
責
任
者
で
あ
っ
た
内
藤
吉
兵
衛
か
ら
「
最
早
村
役
人
ヨ
リ
強
テ
歎

願
可
致
し
筋
一
一
有
間
敷
、
猶
旧
穣
多
卜
是
マ
テ
通
売
買
為
し
致
候
様
」

と
の
、
運
動
を
中
止
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
結
局
流
会
と
た
っ
た
。
不

売
運
動
を
中
止
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
従
う
村
役

人
と
従
わ
な
い
村
役
人
と
に
分
か
れ
る
。
岡
田
利
平
は
「
自
分
ハ
不

承
知
故
」
と
し
て
本
家
の
岡
田
利
七
（
小
前
）
に
相
談
を
し
、
そ
れ

が
利
七
の
主
導
で
翌
日
の
小
前
集
会
に
発
展
す
る
。
高
橋
与
三
兵
衛

や
敦
賀
謙
三
は
、
吉
兵
衛
の
申
し
付
け
を
小
前
に
達
し
て
お
き
な
が

ら
翌
日
の
小
前
集
会
に
参
加
し
た
。
他
方
、
下
沢
村
庄
屋
堀
三
郎

を
は
じ
め
六
人
の
庄
屋
（
福
田
吉
三
郎
・
古
家
岩
次
郎
・
原
田
弥
吉

郎
・
左
納
甚
助
・
内
藤
丈
右
ヱ
衛
）
は
小
前
集
会
に
参
加
し
て
い
た

い
。
こ
こ
に
き
て
、
村
役
人
達
が
分
解
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

五
日
、
今
井
、
下
沢
、
鶴
居
の
各
村
で
小
前
害
合
が
も
た
れ
た
。

今
井
村
の
寄
合
で
は
、
旧
皮
多
が
取
り
扱
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
た
死

牛
馬
の
埋
場
や
、
彼
ら
と
の
売
買
に
つ
い
て
話
合
っ
て
い
る
と
、
下

沢
村
の
寄
合
か
ら
「
酒
屋
へ
職
多
大
勢
押
来
由
、
其
節
ハ
加
勢
相

頼
」
と
の
使
い
が
あ
り
、
一
同
承
知
す
る
。
ま
た
そ
の
使
い
は
、
翌

六
日
の
小
室
天
神
社
で
の
屋
形
組
内
惣
寄
合
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

帰
村
し
た
。
そ
し
て
、
村
役
人
な
が
ら
参
会
し
て
い
た
高
橋
与
三
兵

衛
か
ら
「
何
し
是
レ
ハ
竹
槍
仕
事
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
一
同
竹
槍

神
東
郡
辻
川
村
で
一
摸
は
起
こ
る
。
翌
十
四
日
に
は
、
こ
の
屋
形
組

に
も
「
加
勢
一
一
不
し
出
村
ハ
焼
払
突
殺
候
」
た
ど
の
流
言
が
伝
わ
り
、

家
屋
焼
却
等
へ
の
恐
怖
の
あ
ま
り
小
前
達
は
騒
ぎ
立
ち
、
同
じ
く
恐

怖
心
よ
り
村
役
人
達
も
一
摸
に
参
加
す
る
よ
う
村
民
に
指
図
し
た
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
村
役
人
は
そ
の
す
ぐ
後
に
、
一
摸
を
し
ず
め
る

た
め
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
敦
賀
謙
三
は
、
「
一
同
恐
怖

騒
立
候
機
二
臨
ミ
、
与
三
兵
衛
卜
談
シ
ノ
上
」
、
い
っ
た
ん
「
村
中

小
前
竹
槍
携
罷
出
候
様
及
一
一
差
図
こ
ぶ
が
、
直
後
に
「
生
野
御
県
御

出
張
御
官
員
ノ
御
指
揮
ヲ
請
欠
取
鎮
方
周
旋
」
し
て
い
る
。

以
上
が
、
『
兵
庫
県
史
料
』
に
み
る
村
民
達
の
動
き
で
あ
る
。
確

か
に
、
解
放
令
布
告
後
す
ぐ
に
反
対
の
動
き
を
示
し
た
の
は
、
村
役

人
達
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
村
役
人
達
の

中
に
は
様
々
な
反
応
を
示
す
者
が
次
第
に
出
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な

彼
ら
が
、
果
し
て
ど
の
よ
う
に
こ
の
一
摸
を
”
主
導
”
し
得
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
不
売
運
動
に
入
っ
て
か
ら
の
小
前
の
動
き
の

方
が
、
注
目
に
値
す
る
。
彼
ら
の
、
旧
識
多
身
分
解
放
に
反
対
す
る

動
き
は
、
日
を
追
っ
て
活
発
化
し
、
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
内
藤
吉
兵
衛
の
罪
案
ほ
か
に
あ
る
よ
う

に
、
「
彼
是
申
者
可
二
連
来
已
と
命
じ
た
県
側
も
十
分
認
識
し
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
村
役
人
を
し
て
再
歎
願
せ
し

め
る
と
こ
ろ
に
ま
で
追
い
詰
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
村
民
の
動
き
か
ら
は
、
村
役
人
指
導
説
を
立
証
す
る



こ
れ
は
、
懲
役
刑
と
い
う
特
に
厳
し
い
罰
を
う
け
た
高
橋
与
三
兵

衛
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
撲
を
主
導
し
よ
う
と
い
う
意
図
な
ど

な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
意
匠
一
一
出
ル
ー
非
ス
」
と
政
府
側
も
認
め
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
流
言
に
脅
さ
れ
た
か
ら
と
は
い

え
、
村
役
人
と
い
う
村
を
治
め
る
べ
き
人
物
が
、
一
摸
参
加
を
指
図

し
て
し
ま
っ
た
責
任
を
と
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
自
然
で

あ
る
。

ま
た
、
そ
の
与
三
兵
衛
と
、
同
じ
く
懲
役
刑
を
う
け
た
敦
賀
謙
一
一
一

の
行
動
を
み
る
と
、
こ
の
両
名
は
小
前
集
会
に
関
与
し
て
い
る
（
表

４
の
⑩
と
⑪
参
照
）
。
十
月
五
日
の
小
前
集
会
に
参
加
し
、
ま
た
そ

の
席
上
で
翌
六
日
の
小
室
天
神
社
で
の
組
内
惣
寄
合
の
た
め
に
自
村

か
ら
の
惣
代
を
決
め
る
な
ど
、
そ
の
集
会
を
支
持
す
る
行
動
を
と
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
行
動
に
は
、
小
前
達
を
主
導
し
て

ば
集
会
を
催
さ
せ
た
事
実
は
見
当
ら
な
い
。
す
で
に
少
し
触
れ
た
が
、

っ
岡
田
利
平
の
話
を
聞
き
つ
け
た
小
前
の
岡
田
利
七
が
、
「
自
分
発
一
一
一
口

一
」

擬
ニ
ー
プ
」
「
村
内
広
徳
寺
へ
小
前
寄
合
相
触
」
れ
た
結
果
、
小
前
層
が

除
集
会
を
開
く
の
で
あ
り
、
一
一
人
は
そ
れ
に
参
加
し
た
と
し
か
考
え
ら

鋼
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
村
役
人
と
い
う
重
職
に
あ
り
な
が
ら
、
本

酔
来
な
ら
制
止
す
べ
き
も
の
を
小
前
集
会
に
参
加
し
て
し
ま
っ
た
責
任

治
か
ら
懲
役
刑
と
い
う
大
変
重
い
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で

明
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
両
名
が
小
前
を
煽
り
た
て
て
解
放
反
対
の
動
き

、
を
活
発
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
集
会
に
参
加
し
た
の
だ
と
し
て
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冬
フ
な
事
実
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
小
林
氏
の
説
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
処
罰
者
の
多
く
が
村
役
人
だ
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
村
役

人
が
主
導
し
た
形
跡
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
多
く
の
村
役
人
が
処
罰
さ

れ
た
の
か
、
次
に
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

口
な
ぜ
村
役
人
が
処
罰
さ
れ
た
か

た
し
か
に
処
罰
さ
れ
た
者
の
う
ち
の
多
く
は
村
役
人
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
彼
ら
が
こ
の
一
摸
を
主
導
し
た
の
だ
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
罰
せ
ら
れ
た
理
由
、
つ
ま
り
政
府
が

何
を
も
っ
て
彼
ら
に
罪
が
あ
る
と
し
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

右
の
「
神
西
神
東
両
郡
暴
動
者
罪
案
処
刑
」
に
は
、
す
で
に
詳
述

し
た
よ
う
な
自
供
の
ほ
か
、
各
人
の
処
罰
等
に
も
触
れ
て
い
る
の
で

司
法
省
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
処
分
を
お
こ
な
っ
た
か
が
明
ら
か
に

な
る
。
こ
れ
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
４
で
、
屋
形
組
に
限
っ

た
村
民
の
行
動
及
び
罪
状
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

表
４
を
見
て
、
ま
ず
第
一
に
気
付
く
の
は
、
ど
の
被
処
分
者
の
範

囲
内
で
は
、
一
摸
に
参
加
し
た
か
し
な
か
っ
た
か
は
、
処
罰
の
重
さ

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
の
村
役
人
は
、
一
摸
に
関
し
て
動
揺
（
△
）
を
示
し
て
い
る
（
⑬
）

に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
前
項
で
も
み
て
き
た
通
り
、
家
屋
焼
却
等
へ

の
恐
怖
心
か
ら
、
村
民
に
は
一
摸
参
加
を
指
図
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
後
一
摸
鎮
圧
の
た
め
努
力
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

屯
、
小
前
層
自
体
に
も
彼
ら
の
意
図
を
受
け
入
れ
る
受
け
皿
が
な
け

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
ね
ら
い
は
全
く
無
意
味
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
小
前
層
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
不
買
運
動
を

独
自
に
継
続
し
て
お
り
、
五
日
と
六
日
の
小
前
集
会
も
、
そ
れ
ら
の

延
長
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
彼
ら
が
小
前
を
主
導
し
た
と
す

る
に
は
余
り
に
も
無
理
っ
が
あ
る
し
、
政
府
側
も
彼
ら
を
そ
の
よ
う

に
扱
て
は
い
た
い
こ
と
は
、
先
程
の
司
法
省
の
判
決
が
示
す
通
り
で

あ
る
。
彼
等
の
厳
罰
は
、
村
役
人
と
し
て
の
責
任
ゆ
え
に
課
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
司
法
省
の
処
分
基
準
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
鶴
居
村
年
寄
の
岡
田
利
平
と
下

沢
村
庄
屋
堀
三
郎
の
刑
が
鑪
罪
金
五
円
一
一
十
五
銭
で
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
項
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
両
者
の
態
度
は
十

月
四
日
を
境
に
し
て
、
正
反
対
な
も
の
と
な
る
。
十
月
四
日
の
内
藤

吉
兵
衛
か
ら
の
「
小
前
層
の
不
売
運
動
を
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
」
と

の
申
し
付
け
を
岡
田
利
平
は
不
服
と
し
、
さ
ら
に
は
翌
五
日
の
小
前

集
会
に
ま
で
参
加
し
た
の
に
対
し
、
堀
三
郎
は
そ
の
申
し
付
け
に
積

極
的
に
従
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
二
人
が
同
罪
に
処
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
堀
が
、
村
の
最
高
責
任
者
た
る
べ
き
庄
屋
と
し
て
の
責
任

を
と
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
誰
一
人
と
し
て
主
導
者
ゆ
え
の
罪
を
負
っ
た
者

は
な
く
、
村
役
人
と
し
て
の
職
責
を
問
わ
れ
て
い
る
。
職
責
上
の
処

し
か
し
な
が
ら
、
直
接
一
摸
に
加
わ
っ
た
小
前
達
よ
り
も
彼
ら
は
厳

罰
に
処
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
藤
三
郎
や
岡
田
利
七
の
よ
う

に
、
一
撲
に
不
参
加
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
者
と
同
じ
臘

罪
金
二
円
二
十
五
銭
を
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
一
撲
に

参
加
し
た
か
参
加
し
な
か
っ
た
か
は
、
処
罰
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
摸
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
村
役
人
達
が
厳
罰
に
処
さ
れ

た
の
は
表
４
の
④
「
罪
状
」
に
み
え
る
よ
う
に
、
村
民
に
一
摸
加
勢

を
指
図
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
”
指
図
”

は
、
一
撲
を
主
導
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
先
程
か

ら
何
度
も
繰
返
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
家
屋
焼
却
等
の
流
言
が
引

き
起
し
た
事
態
へ
の
、
あ
る
程
度
”
や
む
左
え
ず
“
の
指
揮
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
次
の
司
法
省
の
判
決
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

司
法
省
御
指
令

他
村
ノ
騒
擾
流
言
一
一
脅
誘
セ
ラ
レ
、
村
民
二
加
党
ヲ
指
揮
シ
、

其
凶
焔
遂
一
一
波
及
シ
テ
官
吏
ヲ
殺
死
シ
、
官
舎
ヲ
焼
熾
ス
ル
ノ

事
ア
ル
ニ
至
ル
ト
錐
モ
、
其
凶
行
固
ヨ
リ
該
犯
ノ
意
匠
一
一
出
ル

ー
一
非
ス
、
其
凶
熾
ノ
熾
二
至
ル
ヲ
見
乍
ラ
反
省
シ
テ
鎮
撫
ノ
周

旋
ヲ
ナ
ス
一
一
依
り
、
改
定
律
例
第
百
五
十
一
条
凶
徒
聚
衆
ノ
従

ニ
シ
テ
情
軽
キ
者
二
擬
シ
欠
損

存
命
ナ
レ
ハ
懲
役
三
年

（
皿
）

余
罪
ハ
軽
シ
論
セ
ス
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表４明治四年生野県一摸での屋形組内中心村の被処分者とその行動

⑤霧磨曇|⑥村名|⑦|爵2,陽/41露/51島/61霊ﾉｱ1竺撲｜傭③処罰(司法省)｜④、」日

。50銭｜屋形｜△
色－凸PIF盃全’しず計-F

。
上１２５繕 ｃＤｎＵ。ゴ目叫

０１△ ＯｌＯ 

０１△ ○’○ 

０１△ ＲｌｌＯｌＣ 

。｜△ｏｌＣ 

塁形’○’ｌＣ

。｜◎’○’○ｌＯＩｌ△’１０/6寄名pitf存えず一摸への加党を指]軍するも鎮彌

こ積極的に参刀Ｅ
＝△、」lａ２ｎｏＬ鵠井ｌＯｌＯｌ｜◎

の】Ⅲｊ冒彊

今井’○｜◎｜◎’○’○’1△’10/6奇合を豆ｐｵP表えず一摸への加党を指１重するも鎮翻
譲倣

も県庁への３８欠訴に随 術

○’○’’○ 
。25銭’一摸への附加腱

○’○’ｌＣ 

巧衛‘
Ｃｌ◎’’○|蝿集会の完ヌ伏

○’○’’○ 脈

「､

Ｌ」伏

仮

〔）

踏才

Ｏｌｏｌ’０ 
笑への附加随

Ｏｌｏｌ’○ $巳エ

D’’○ 
。’一摸に附加随行し村の砥

○’○ＩＩＣ 
。25銭’一摸への附和陸

○’○’’○ 
次郎

⑳今井・鶴井・下沢村の小前集会への出席者

⑪小室村天神社での村惣代寄合への参加者ないし加担者

⑫会所での村役人害合で再歎願を決定した者

⑬一侯への参加者

。＝発起人ないし中心人物○一同調者△＝動揺（反対から賛成あるいは賛成から

反対）×＝反対・制止

（出典）上杉聰「『解放令』反対一摸の再検討・レジュメ」（『解放令反対一摸シンポ
ジウム資料集』1986年３月27～28日）

③は司法省から飾磨県への指令による処罰（『兵庫県史料』５５「暴動罪案処刑」によ
る）

④同上

⑤「重軽違警判決原本全」（『兵庫県同和教育関係史料集』第２巻P､1215～）による
最終判決

⑦９/17の「解放令」の生野県からの公布に、すぐさま反対の動きを開始した者
③上にもとづいて村役人寄合に出席した者

⑨歎願が生野県から却下されて、再度村役人寄合に参加した者

⑤飾磨県
判決

⑥村名

1円50銭 屋形 △ × × △ × 

③に同 下沢 ○ × △ 

〃 小室 ○ ○ × ○ △ 

〃 小室 ○ ○ × ○ △ 

〃 下沢 ○ ○ × ○ △ 

〃 屋形 ○ ○ × ○ △ 

〃 屋形 ○ ○ × △ 

死亡 今井 ◎ ◎ ○ ○ ○ △ 

③に同 鶴井 ○ ○ ◎ × △ 

〃 今井 ○ ◎ ◎ ○ ○ △ 

〃 下沢 ○ × ○ × 

〃 今井 ○ ○ ○ 

〃 今井 ○ ○ ○ 

〃 下沢 ◎ ◎ ○ 

〃 下沢 ○ ○ ○ 

〃 下沢 ○ ○ 

〃 下沢 ○ ○ 

〃 鶴井 ○ × 

〃 鶴井 ○ ○ ○ 

〃 鶴井 ○ ○ ○ 

〃

〃

〃

鶴井

小室

小室 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ 

備考

' 

－－－－－－句凸■－Ｃウーーー－－，－Ｗ￣￣￣￣￣

----.－－－－■■■■－－－－－￣－－￣￣ 

－－－－℃－－－￣－－●￣■~￣-－ 

10/6寄合を支持した村役人

10/5集会に積極的に参加
10/6小前集会は制止

10/6寄合を支持した村役人

－－－－－－ 

集会の発起人だが自己防衛の

一摸に参加していない点に注意

￣－－戸一一一

－－－ 

－－▲－db■■－－－－－－￣￣ 

－－ 

－－￣ 

内藤吉兵衛 元大庄屋･触元 呵責

堀三郎 庄屋 ５円25銭

福田吉三郎

古家岩次郎

" 

〃

〃

” 

原田称吉郎

左納甚助

” 

〃

” 

〃

内藤丈右エ衛
＿白_￣

l冑Ｉ 橋与三兵衛

岡田利平

敦賀謙三

〃

〃

年寄

〃

〃

懲役三年

5円25銭

懲役二年半

木村藤三郎 百姓代 呵責

敦賀藤兵衛 小前 2円25銭

中野利八 " 〃

堀吉太郎 〃 〃

堀金兵衛 〃 〃

堀儀三郎 " 〃

堀房次郎 " 〃

岡田利七 〃 〃

岩見．直蔵 〃 〃

渡辺与右衛門 〃 〃

渡辺庄三郎 〃 〃

福田福之助 〃 ３円

高松父吉 〃 ２円25銭

椿久次郎 〃 ” 三
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で
は
、
生
野
県
一
摸
に
お
け
る
指
導
層
と
は
一
体
誰
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

屋
形
組
で
は
、
布
告
直
後
に
反
対
の
動
き
を
示
し
た
の
は
村
役
人

達
で
あ
り
、
後
に
な
っ
て
活
発
に
反
対
の
た
め
の
集
会
を
催
し
た
の

は
小
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ま
た
、
い
っ
た
ん
一
僕
加
勢
を
指
図
し

た
は
ず
の
村
役
人
達
が
、
そ
の
一
摸
鎮
圧
の
た
め
東
奔
西
走
し
て
い

る
。
ま
た
一
撲
に
参
加
は
し
た
も
の
の
、
生
野
ま
で
行
っ
て
恐
ろ
し

く
た
り
逃
げ
帰
っ
て
き
た
小
前
が
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
他
村
も

大
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
現
在
利
用
し
う
る
史
料
の
範
囲
内
で
み
る

か
ぎ
り
、
「
村
役
人
層
が
指
導
し
た
」
と
も
、
「
小
前
層
が
指
導
し

た
」
と
も
決
定
づ
け
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
流
言
が
飛

び
交
い
、
そ
れ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、
混
乱
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で

一
摸
は
起
こ
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
指
導
層
は
不
明
だ
が
、
屋

形
組
を
み
る
か
ぎ
り
、
一
撲
を
押
し
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
は
、
村
役
人
か
ら
小
前
へ
と
次
第
に
移
っ
て
い
っ
た
こ
と

罰
で
あ
る
な
ら
、
多
く
の
村
役
人
が
罰
さ
れ
て
い
て
も
何
ら
不
思
議

は
な
く
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
処
罰
者
の
過
半
が
村
役
人
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
彼
ら
が
主
導
者
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
か
ら

も
、
村
役
人
指
導
説
は
導
き
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
小
野
寺
氏
は
右
論
文
の
中
で
『
太
政
類
典
』
を
基
礎
に

し
、
旧
生
野
県
管
下
の
付
和
随
行
の
村
々
三
十
八
ヵ
村
を
列
挙
し
て

（
週
）

い
る
。播
磨
国
神
西
郡
Ｉ
下
沢
村
・
鶴
居
村
・
谷
村
・
田
中
村
・
小

室
村
・
千
原
村
・
今
井
村
・
園
村
（
岡
村
の
こ
と
で
あ
ろ

う
）
・
鍛
冶
村
・
森
垣
村
・
真
弓
村

同
国
神
東
郡
ｌ
屋
形
村
・
下
吉
富
村
・
東
柏
尾
蒄

同
国
多
可
郡
Ｉ
大
山
中
村
・
大
山
下
村
・
猪
篠
村

但
馬
国
朝
来
郡
１
円
山
村
・
岩
屋
谷
村
・
津
村
子
村
・
山
口

村
・
羽
淵
村
・
奥
田
村
・
口
田
路
村
・
山
本
村
・
新
井
村
・

立
脇
村
・
立
野
村
・
奥
多
々
良
木
村
・
石
田
村
・
伊
由
市
場

村
・
山
内
村
・
納
座
村
・
川
上
村
・
上
八
代
村
・
ロ
八
代
村

・
桑
市
村
・
口
多
々
良
木
村

そ
し
て
部
落
民
参
加
に
関
し
て
は
、
「
し
か
も
、
少
な
く
と
も
旧
職

（
巫
）

多
村
二
村
を
含
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ど
の
村
が

穣
多
村
か
に
つ
い
て
は
、
全
く
述
べ
て
お
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
枝
郷
と
し
て
穣
多
村
が
存
在
す
る
場
合
、
本
村
が
参
加
し

た
か
ら
と
い
っ
て
穣
多
村
が
参
加
し
た
と
は
言
え
な
い
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
小
野
寺
氏
の
挙
げ
た
村
々
に
は
枝
村
と
し
て

存
在
す
る
被
差
別
部
落
が
あ
る
し
、
そ
れ
は
二
村
以
上
で
あ
る
。
し

か
し
枝
村
と
し
て
の
部
落
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
部
落
が
参
加
し
た

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
先
日
、
小
野
寺
氏
本
人
に
確
認
し
て
み
た
の

曰
小
括
（
当
一
摸
に
お
け
る
指
導
層
と
は
）

Ｈ
部
落
民
参
加
説
の
研
究
史

被
差
別
部
落
の
人
び
と
が
こ
の
一
摸
に
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
を

述
べ
て
い
る
代
表
的
な
論
文
と
し
て
、
太
田
陸
郎
「
明
治
四
年
姫
路

地
方
一
摸
」
ｓ
兵
庫
史
談
』
第
五
十
六
号
、
昭
和
五
年
八
月
）
、
小

野
寺
逸
也
「
明
治
四
年
播
但
一
摸
」
含
部
落
問
題
研
究
』
第
二
十
五

号
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
）
、
上
山
勝
「
播
磨
地
方
に
お
け
る
『
身

分
学
校
』
の
研
究
ロ
」
（
安
達
五
男
編
『
近
代
の
教
育
と
部
落
問
題
』

昭
和
五
十
八
年
五
月
）
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
太
田
氏
の
論
文
で
あ
る
が
、
表
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
氏
は
播
但
一
摸
の
う
ち
、
南
部
に
あ
た
る
姫
路
地
方
を
対
象
と

し
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
前
提
と
し
て
、
言
及
し
よ
う
と
す
る
地
域

が
違
う
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
太
田
氏
が
部

落
民
参
加
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
「
現
存
せ
る
古
老
（
当
年
八

十
一
歳
）
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
当
時
被
差
別
の
村
民
も
一

（
、
）

摸
に
参
加
し
」
と
あ
る
箇
所
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
聞
き
と
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
の
誰
が
、
ど

の
様
な
内
容
を
言
っ
た
か
は
、
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、
こ
の
論
文
を
作
成
さ
れ
た
の
も
随
分
昔
な
の
で
、
は
っ
き
り

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
朝
来

郡
以
外
の
郡
に
つ
い
て
て
あ
る
が
、
ど
う
も
枝
村
の
場
合
は
想
定
さ

れ
て
い
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
な
り
根
拠
の
あ
や
ふ
や
な
屯
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
地
方
に
詳
し
い
近
世
史
研
究
家

の
臼
井
寿
光
氏
の
話
に
よ
れ
ば
、
多
可
郡
の
三
ヵ
村
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
旧
皮
多
村
は
含
ま
れ
な
い
ら
し
い
。

最
後
に
、
上
山
氏
の
論
文
に
つ
い
て
だ
が
、
氏
は
右
論
文
の
中
て

「
し
か
し
、
こ
の
『
播
但
一
摸
』
は
部
落
に
対
し
直
接
襲
撃
す
る
と

い
う
行
動
は
と
ら
な
か
っ
た
。
否
、
部
落
の
住
民
も
参
加
し
た
と
も

（
坊
）

伝
え
ら
れ
る
」
と
部
落
民
参
加
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
「
宮
田
九
歳
（
神
崎
郡
屋
形
村
・
明
治
八

（
妬
）

年
五
月
二
十
一
日
生
れ
）
昭
和
四
十
六
年
八
月
一
日
談
」
と
注
記
し

て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
宮
田
九
蔵
と
い
う
人
物
か
ら
の
聞
き
と
り

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
宮
田
氏
は
既
に
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、

筆
談
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
筆
談
の
内
容
も
明
確
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
ど
の
被
差
別
部
落
が
参
加
し
た
か
も
わ

か
ら
ず
、
こ
の
場
合
も
は
っ
き
り
し
た
根
拠
が
あ
る
と
は
言
い
難

い
。以
上
、
三
つ
の
論
文
は
共
通
し
て
明
確
な
村
の
名
前
を
挙
げ
て
お

ら
ず
、
根
拠
ら
し
い
も
の
も
見
当
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
部
落
民

参
加
説
と
い
う
の
は
、
明
確
を
裏
づ
け
の
な
い
ま
ま
唱
え
ら
れ
続
け

煙
こ
れ
ま
で
述
べ
た
経
過
か
ら
み
て
紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
る
。

三
、
部
落
民
は
一
摸
に
参
加
し
た
か
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村
に
お
い
て
一
撲
勢
に
殺
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
）

こ
こ
で
も
、
「
元
皮
多
成
敗
」
の
流
言
が
み
ら
れ
、
ま
た
実
際
に

「
近
村
ノ
者
モ
追
々
竹
槍
ヲ
携
可
一
一
罷
出
一
侯
様
子
」
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
で
元
皮
多
の
人
び
と
は
「
涙
ヲ
垂
シ
テ
願
出
」
る
ほ
ど
、
恐
れ

お
の
の
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
被
差
別
部
落
の
人
び
と
が
一
摸
に
参
加
し
た
と
い
う
こ

と
を
、
言
い
伝
え
な
ど
で
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
尋
ね
て

み
た
。
戸
板
村
の
西
塚
氏
は
、
「
そ
ん
な
言
い
伝
え
は
全
く
な
い
。

部
落
の
人
が
一
摸
に
参
加
し
た
な
ん
て
、
何
か
の
間
違
い
で
あ
ろ

う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
氏
は
、
屋
形
組
全
体
に
つ
い
て
広
く
知
識

を
お
持
ち
の
方
で
あ
る
。
ま
た
寺
野
村
の
川
本
氏
・
広
納
氏
・
藤
沢

氏
も
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
９
一
般
村
で
あ

り
、
か
つ
宮
田
氏
の
聞
き
と
り
も
あ
る
屋
形
村
の
淵
田
氏
は
、
「
そ

て
ん
な
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
付
け

いつ
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
淵
田
氏
は
上
山
論
文
が
一
一
戸
及
し
た
宮
田
九
蔵

デ
」

欄
さ
ん
と
は
家
が
隣
り
ど
う
し
と
い
う
間
柄
に
あ
る
。

僻
今
回
行
な
っ
た
聞
き
と
り
調
査
は
、
少
な
く
と
も
神
東
・
神
西
両

鯛
郡
（
現
在
の
神
崎
郡
）
か
ら
の
部
落
民
参
加
の
可
能
性
の
薄
さ
を
示

年
す
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
あ
く
ま
で
聞
き
と
り
で
あ
り
、
し
か
も

棚
直
接
の
証
言
で
は
な
く
伝
承
の
部
類
に
属
す
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
信

明
頼
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
だ
が
、
百
年
以
上
経
つ

血
た
現
在
に
至
る
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
事
実
は
重
視
す
べ
き
で
あ
る

次
に
、
一
九
八
六
年
十
二
月
に
行
な
っ
た
聞
き
と
り
調
査
と
若
干

の
史
料
を
も
と
に
し
て
、
部
落
民
は
参
加
し
た
の
か
ど
う
左
の
か
検

討
し
て
み
た
い
。

兵
庫
県
神
崎
郡
市
川
町
小
谷
（
旧
神
西
郡
戸
板
村
）
の
西
塚
政
次

氏
（
明
治
三
十
九
年
生
れ
、
八
十
歳
）
、
神
崎
郡
神
崎
町
寺
野
（
旧

神
東
郡
寺
野
村
）
の
川
本
利
明
氏
、
広
納
常
治
氏
、
藤
沢
克
巳
氏
の

三
氏
に
、
そ
し
て
宮
田
九
歳
氏
の
居
住
す
る
村
で
あ
る
神
崎
郡
屋
形

村
（
旧
神
東
郡
屋
形
村
）
の
淵
田
伊
八
郎
氏
（
明
治
二
十
九
年
生

れ
、
九
十
一
歳
）
に
そ
れ
ぞ
れ
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
戸
板
村
と
寺

野
村
が
一
村
で
独
立
し
て
い
た
旧
皮
多
村
で
あ
り
、
屋
形
村
は
一
般

村
で
あ
る
。

ま
ず
、
小
野
寺
論
文
に
あ
る
一
摸
参
加
の
村
々
の
表
を
西
塚
氏
に

見
て
頂
き
、
一
村
だ
け
で
穣
多
村
と
し
て
存
在
す
る
独
立
村
が
そ
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
て
み
た
。
「
神
東
・
神
西
両
郡
の

村
を
み
る
か
ぎ
り
、
枝
郷
と
し
て
存
在
す
る
穣
多
村
は
あ
る
が
、
独

立
し
た
蔵
多
村
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
小

野
寺
氏
の
言
葉
（
「
朝
来
郡
以
外
の
郡
」
）
、
臼
井
氏
の
話
（
「
多
可
郡

に
穣
多
村
な
し
」
）
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
小
野
寺
氏
の
言
う
「
少

て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
で
、
部
落
民
が
一
摸

に
参
加
し
た
と
結
論
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。

ロ
部
落
民
の
参
加
は
あ
っ
た
か

な
く
と
も
稔
多
村
二
村
」
の
「
一
一
村
」
と
は
、
枝
郷
と
し
て
の
艤
多

村
に
な
る
。
枝
郷
と
し
て
の
穣
多
村
を
指
す
な
ら
ば
、
本
村
で
な
く

そ
の
枝
郷
の
村
々
が
一
摸
に
参
加
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
い
限
り
、

こ
の
論
理
は
成
り
立
た
な
い
。

ま
た
、
一
撲
当
時
の
旧
皮
多
村
に
お
け
る
状
況
も
う
か
が
っ
た
。

西
塚
氏
の
戸
板
村
で
は
、
二
摸
が
攻
め
て
く
る
、
村
が
焼
き
払
わ

れ
る
、
と
い
う
の
で
家
財
道
具
を
川
く
り
の
竹
や
ぶ
の
中
に
隠
し
て

お
い
た
。
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
川
本
・
広
納
・
藤
沢

三
氏
の
寺
野
村
で
も
、
「
穣
多
征
伐
と
い
っ
て
攻
め
て
く
る
の
で
、

男
は
屋
根
に
登
っ
て
瓦
を
持
っ
て
か
ま
え
、
女
は
く
ぼ
み
な
ど
に
身

を
隠
す
」
と
い
っ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
に
も
裏
付
け
ら
れ
て

い
る
。然
ハ
退
庁
用
意
直
二
出
立
、
猪
篠
ヲ
越
少
々
罷
越
候
処
、
野

村
元
皮
多
ノ
由
御
役
所
へ
歎
願
罷
出
候
由
一
一
付
相
尋
候
処
、
姫

路
県
管
下
ノ
騒
擾
人
数
段
々
当
県
下
へ
押
寄
、
元
皮
多
成
敗
致

シ
候
由
ニ
テ
、
近
村
ノ
者
モ
追
々
竹
槍
ヲ
携
可
一
一
罷
出
一
候
様
子
、

成
敗
等
し
被
致
候
テ
ハ
歎
敷
次
第
一
一
付
、
如
何
様
ニ
カ
御
処
置
相

願
度
旨
、
実
一
一
涙
ヲ
垂
シ
テ
願
出
候
間
、
願
ノ
趣
聞
届
、
此
度（皿
）

出
張
被
し
命
候
御
趣
意
申
聞
、
兎
毛
角
帰
村
可
し
申
旨
申
聞
置
・
：

こ
れ
は
、
生
野
県
庁
か
ら
一
摸
探
索
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
、
権
少

属
白
洲
文
吾
の
「
絶
筆
書
面
ノ
写
」
で
あ
る
。
（
後
に
彼
は
、
屋
形

う
。
ま
た
史
料
に
示
さ
れ
て
い
る
状
況
を
考
慮
に
入
れ
て
も
「
穣
多

征
伐
」
の
風
聞
の
中
て
、
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る
元
穣
多
の
人
び
と

が
、
ま
さ
に
そ
の
「
征
伐
」
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
は
、
何
か
他
の

要
因
を
全
く
新
し
く
考
え
れ
ば
別
だ
が
、
通
常
の
感
覚
で
は
理
解
し

難
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
唱
え
ら
れ
て
き
た
「
部
落
民
参
加

説
」
も
、
そ
れ
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
認
め
る
に
は
、
小
野
寺
論
文

に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
余
り
に
も
不
明
瞭
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
明
治
四
年
の
生
野
県
一
摸
に
つ
い
て
、
特
に
従
来
定
説
と

さ
れ
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
き
た
。
一
摸
の
指
導
層
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
村
役
人
等
の
上
層
農
民
が
指
導
し
た
の
で
は

な
く
、
下
層
の
農
民
達
の
広
範
囲
で
自
発
的
な
立
ち
上
が
り
が
み
ら

れ
た
。
ま
た
、
今
日
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
き
た
、
播
但
一
摸

へ
の
被
差
別
部
落
民
の
参
加
は
、
生
野
県
一
摸
に
関
す
る
限
り
考
え

ら
れ
な
い
。

こ
の
「
播
但
一
摸
」
に
つ
い
て
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
に
、
農
民
達

の
旧
賎
民
解
放
反
対
の
動
き
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
主
張
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
政
治
的
要
求
が
農
民
達
の
真

の
要
求
で
あ
り
、
解
放
反
対
は
一
摸
を
起
こ
す
導
火
線
的
役
割
を
果

（
犯
）

た
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
実
は
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、

残
さ
れ
た
課
題
ｌ
ま
と
め
に
か
え
て
Ｉ

旧
い
弗
且
口
和
八
１
㎡
１
吋
胸
１
咄
斗
Ｍ
Ｈ
Ⅲ
靴
・
御
Ⅶ
ｗ
吋
恕
圃
加
Ⅱ
卿
刺
却
珂
型
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第
一
に
こ
の
一
摸
の
起
こ
っ
た
時
期
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
播
但
一
摸
」
は
、
解
放
令
発
布
直
後
に
起
こ
っ
た
解
放
令
反
対
一

摸
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
早
い
時
期
で
あ
れ
ば
、
元
皮
多
を
旧
賎
民

身
分
に
戻
そ
う
と
す
る
場
合
、
直
接
部
落
を
襲
っ
て
彼
ら
を
屈
服
さ

せ
る
よ
り
（
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
襲
う
対
象
と
な
る
部
落
の
戸
数

は
非
常
に
多
く
、
大
変
な
労
力
に
な
る
と
も
思
わ
れ
る
）
、
一
気
に
県

庁
に
押
し
か
け
て
解
放
令
を
撤
回
さ
せ
る
方
が
手
っ
取
り
早
い
方
法

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
生
野
県
一
摸
は
、
屋
形
村
か
ら
生
野
県

庁
ま
で
市
川
沿
い
を
ま
っ
す
ぐ
北
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
付

け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
生
野
県
一
摸
で
は
部
落
の
被
害
も
な
い
か

わ
り
、
庄
屋
・
大
庄
屋
の
被
害
も
な
い
の
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
県

庁
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
形
態
を
も
つ
一
摸
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

て
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
旧
生
野
県
下
に
お
け
る
部
落
の
勢

いつ
力
の
強
さ
で
あ
る
。

テ
」
、

劉
兵
庫
県
全
体
は
高
木
部
落
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
被
差
別
部
落

僻
の
戸
数
。
人
口
の
多
さ
で
有
名
で
あ
る
が
、
西
塚
氏
の
話
に
よ
る
と

野
こ
の
旧
屋
形
組
が
含
ま
れ
る
現
在
の
市
川
町
に
お
い
て
部
落
の
戸
数

雛
が
占
め
る
割
合
は
、
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
お
よ
ぶ
そ
う
で
あ

細
る
・
全
国
平
均
が
約
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

明
の
数
字
が
い
か
に
大
き
い
か
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
は
現
在
の
数
字
で

亜
あ
る
が
、
当
時
も
他
の
地
方
に
比
べ
部
落
の
占
め
る
割
合
が
高
か
つ

本
論
文
で
検
討
し
た
、
一
摸
を
特
定
の
階
層
の
指
導
に
よ
る
も
の
と

す
る
説
や
部
落
民
の
一
摸
参
加
説
が
主
張
さ
れ
、
ま
た
部
落
が
襲
わ

れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
解
放
反
対
は
こ
の
一
摸
に
お
い
て
、
そ
う
い
っ
た
小
さ
な
位

置
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
生
野
県
庁
の
県
官
が
一
撲
勢
に
渡
し
た
と
さ

れ
る
回
答
書
で
あ
る
。
｜
撲
勢
の
要
求
書
自
体
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

（
四
）

こ
れ
を
通
じ
て
し
か
彼
ら
の
要
求
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
、
同
中
穣
多
是
迄
通
ノ
事

一
、
御
年
貢
筋
三
分
勘
弁
ノ
取
計
可
有
之
事

一
、
百
石
牛
一
疋
・
人
一
人
差
出
無
之
事

一
、
明
年
ヨ
リ
御
廻
米
御
免
ノ
事

一
、
検
地
無
之
事

一
、
社
寺
院
良
木
伐
取
無
之
事

一
、
徒
党
ノ
頭
無
之
様
聞
居
候
事

（
釦
）

一
、
異
人
ノ
儀
鉱
山
司
へ
懸
合
難
儀
不
相
成
様
取
計
可
遣
事

た
し
か
に
、
い
く
つ
か
の
要
求
が
並
列
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
数
あ
る
要
求
の
う
ち
、
一
撲
勢
が
第
一
番
目
に
挙
げ

た
の
は
、
「
穣
多
是
迄
通
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
兵
庫
県
史
料
』
で
見
た
通
り
、
農
民
達
は
、
元
皮
多
の

人
び
と
が
身
分
を
解
放
さ
れ
自
分
達
と
同
じ
行
動
を
は
じ
め
た
の
を

慢
心
増
長
と
受
け
と
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
却
下
さ
れ
な
が
ら

も
、
二
度
ま
で
県
庁
に
歎
願
さ
せ
た
。
次
に
挙
げ
る
史
料
も
農
民
達

の
こ
の
よ
う
な
心
理
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

滅
多
皮
多
御
廃
シ
以
前
ヨ
リ
少
々
気
高
一
一
有
之
候
処
、
今
般
ノ

（
、
）

被
仰
出
ニ
テ
弥
増
長

農
民
達
の
憤
り
を
あ
ら
わ
す
言
葉
は
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
増

長
」
の
二
文
字
で
あ
る
。

ま
た
解
放
令
布
告
直
後
の
ま
だ
旧
穣
多
の
人
び
と
に
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
時
点
で
、
い
ち
は
や
く
解
放
令
に
つ
い
て
歎
願
を
思
い
立
つ

（
翠
）

た
村
役
人
も
い
る
。

屋
形
村
で
聞
き
と
り
を
し
た
淵
田
氏
の
話
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。

淵
田
氏
は
、
当
時
の
農
民
達
が
一
摸
に
い
た
る
状
況
に
つ
い
て
こ
う

語
っ
て
下
さ
っ
た
。
「
被
差
別
部
落
の
連
中
に
勢
い
が
つ
い
て
き
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
こ
っ
ち
が
危
い
」
と
い
う
の
で
一
摸
に
な
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
旧
穣
多
の
身
分
解
放
に
際
し
て
、
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
る

農
民
達
の
姿
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
一
摸
に
お
い
て
解
放
反
対
の
担
っ
た
役
割
は

大
き
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
そ
の
場

合
、
上
層
農
も
下
層
農
も
含
め
た
農
民
達
の
政
治
的
な
要
求
が
、

「
解
放
令
」
反
対
で
あ
っ
た
と
考
え
る
し
か
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
部
落
が
襲
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
最
後
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
難
し
く
な
い
。

ま
た
寺
野
村
の
聞
き
と
り
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
。
撲
勢
に
瓦

を
投
げ
よ
う
と
す
る
」
な
ど
、
部
落
の
側
に
戦
お
う
と
す
る
態
度
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
一
撲
勢
に
よ
る
襲
撃
を
困
難
に
し

た
可
能
性
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
一
摸
が
進
ん
だ
街
道
に
接
し
て
部

落
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
摸
は
市
川
の
東
側
の
旧
街
道
沿
い
を
進

ん
だ
と
さ
れ
る
。
屋
形
組
以
北
の
神
東
・
神
西
郡
で
、
市
川
の
東
側

に
位
置
す
る
被
差
別
部
落
は
寺
野
村
だ
け
で
あ
る
。
部
落
を
襲
う
た

め
に
は
、
川
を
越
え
る
と
い
う
地
理
的
な
困
難
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

以
上
の
三
つ
の
事
象
が
重
な
り
合
っ
て
、
部
落
は
襲
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
十
分
な
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
御
指
導

を
頂
い
た
、
関
西
大
学
文
学
部
教
授
の
小
山
仁
示
先
生
と
、
同
じ
く

講
師
の
上
杉
聰
先
生
に
感
謝
の
意
を
表
わ
し
た
い
。
特
に
上
杉
先
生

に
は
、
兵
庫
県
へ
の
聞
き
と
り
調
査
に
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
た

り
、
数
々
の
貴
重
な
助
言
を
頂
き
、
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ

た
。
心
か
ら
お
礼
を
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。
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注（
１
）
朝
野
重
兵
衛
「
諸
事
聞
書
扣
」
（
『
兵
庫
県
同
和
教
育
関
係
史
料
集
』

第
二
巻
、
二
九
三
頁
）
。
明
治
四
年
十
月
朔
日
条
に
は
「
穣
多
蓬
物

餅
つ
き
内
祝
イ
致
ス
」
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
２
）
『
近
代
部
落
史
資
料
集
成
』
第
一
巻
（
三
一
書
房
、
昭
和
五
十
九

年
）
に
よ
る
と
、
篠
山
県
に
お
い
て
、
賎
民
制
廃
止
に
対
し
。
、

麟
多
男
女
共
、
日
雇
之
義
は
一
切
相
雇
申
間
敷
事
」
な
ど
計
九
カ
条

の
旧
識
多
村
排
除
の
申
し
合
せ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
史
料
番
号
三

九
六
）
。

（
３
）
神
西
・
神
東
両
郡
か
ら
生
野
県
庁
へ
の
一
摸
経
路
は
、
史
料
に
記

さ
れ
て
い
る
が
朝
来
郡
か
ら
の
経
路
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い

た
い
。

（
４
）
流
言
と
し
て
、
姫
路
県
一
摸
の
北
上
は
あ
る
が
、
再
度
辻
川
に
戻
っ

た
一
撲
勢
は
、
「
市
川
上
手
に
行
く
に
お
よ
ば
ず
、
加
東
郡
社
村
の

兵
庫
県
出
張
所
に
で
て
訴
え
」
よ
う
と
し
て
出
か
け
た
と
こ
ろ
「
県

常
備
兵
隊
に
退
散
さ
せ
ら
れ
た
」
（
阿
部
真
琴
「
播
但
農
民
一
摸
と

賎
民
解
放
令
」
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
』
昭
和
五
十
年
度
、
四

一
○
頁
）
。

（
５
）
小
野
寺
逸
也
「
明
治
四
年
播
但
農
民
一
摸
」
（
『
部
落
問
題
研
究
』

第
二
十
五
号
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
）
を
は
じ
め
、
注
４
．
６
に
記

し
た
論
文
な
ど
が
あ
り
、
当
一
摸
の
研
究
は
さ
か
ん
で
あ
る
。
し
か

し
南
部
に
限
っ
た
研
究
は
み
ら
れ
る
が
、
北
部
に
限
っ
た
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
南
部
に
限
っ
た
も
の
の
一
例
と
し
て
前
嶋
雅
光
「
明

治
四
年
播
但
一
摸
の
一
側
面
」
「
兵
庫
史
学
』
六
十
三
号
、
昭
和
四

（
肥
）
馬
原
鉄
男
『
日
本
資
本
主
義
と
部
落
問
題
』
一
一
一
一
’
三
一
一
頁
な

ど
。

（
四
）
た
だ
町
方
の
記
録
と
し
て
藤
本
義
方
「
日
誌
」
（
『
兵
庫
県
同
和
教

育
関
係
史
料
集
』
第
三
巻
二
○
八
頁
）
に
よ
る
と
、
以
下
の
回
答

書
を
、
一
撲
勢
は
渡
し
た
と
し
て
い
る
。

一
、
穣
多
非
人
之
儀
者
是
迄
同
様
之
取
扱
可
致
儀
天
朝
江
可
伺
、
尤

伺
中
是
迄
之
通
り
取
極
可
申
候
事

（
Ⅳ
）
『
公
文
録
』
諸
県
之
部
、
辛
未
十

史
料
集
』
第
二
巻
、
一
一
七
八
頁
）
。

一
、
播
州
尾
州
人
民
入
替
之
儀
無
之
候
事

一
、
神
社
井
二
寺
々
之
大
木
小
木
た
り
と
い
へ
と
も
不
切
取
事

一
、
鉱
山
之
儀
ニ
付
下
方
難
渋
不
致
様
鉱
山
役
所
掛
合
可
遣
事

一
、
右
之
外
願
出
候
ハ
ハ
採
用
可
有
之
事

宛
）
『
公
文
録
』
諸
県
之
部
、
辛
未
十
月
含
兵
庫
県
同
和
教
育
関
係
史

料
集
』
第
二
巻
、
二
七
五
頁
）
。

（
別
）
『
公
文
録
』
諸
県
之
部
、

料
集
』
第
二
巻
、
一
一
七

（
Ⅲ
）
同
右
、
一
一
七
九
頁
。

（
肥
）
「
神
西
神
東
両
郡
暴
動
》

「
神
西
神
東
両
郡
暴
動
者
罪
案
処
刑
」
（
前
掲
）
内
藤
丈
右
ヱ
衛
罪

案
口
招
に
は
、
「
森
垣
村
モ
歎
願
致
ス
ニ
付
、
組
内
野
村
皮
多
へ
布

達
以
前
一
一
相
談
致
候
テ
ハ
如
何
卜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
御
未
御
年
貢
御
□
行
之
事 辛
未
十
一
月
弓
兵
庫
県
同
和
教
育
関
係

十
九
年
）
が
あ
る
。

（
６
）
『
部
落
解
放
研
究
』
第
三
号
（
昭
和
四
十
九
年
）
所
収
。

（
７
）
同
右
、
一
’
二
、
六
頁
。

（
８
）
一
般
的
に
持
高
が
五
十
石
以
上
の
農
民
を
指
す
が
、
論
者
に
よ

り
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
も
二
十
石
以
上
を
指
す
よ
う
な
場
合
も
あ

っ
て
、
定
義
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
一
般
的
な
上
層
農
・
中
層
農
・

下
層
農
の
持
高
は
次
の
通
り
。

上
層
農
（
－
富
農
）
’
五
十
（
二
十
）
石
以
上

中
層
農
’
五
石
か
ら
五
十
（
二
十
）
石

下
層
農
’
○
石
か
ら
五
石

（
９
）
『
公
文
録
』
諸
県
之
部
、
辛
未
十
二
月
『
兵
庫
県
同
和
教
育
関
係

史
料
集
』
第
二
巻
、
二
八
六
’
二
八
七
頁
）
。

（
皿
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
以
下
、
本
文
中
で
の
引
用
は
、
注
記
し
な

い
か
ぎ
り
同
史
料
か
ら
。
な
お
、
『
兵
庫
県
史
料
』
を
含
め
て
『
○

○
県
（
府
）
史
料
』
と
銘
打
た
れ
た
文
書
全
体
を
『
府
県
史
料
』
と

総
称
し
て
い
る
。
当
史
料
は
、
明
治
七
年
十
一
月
十
日
、
太
政
官
布

達
百
四
十
七
号
に
よ
っ
て
、
各
（
開
拓
）
使
・
府
・
県
に
維
新
以
降

の
歴
史
の
編
纂
を
命
じ
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ｕ
）
「
神
東
神
西
両
郡
暴
動
者
罪
案
処
刑
」
。
前
注
を
参
照
。

（
⑫
）
『
兵
庫
史
談
』
第
五
十
六
号
、
九
頁
。

（
⑬
）
『
部
落
問
題
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
頁
。

（
仏
）
同
右
、
二
○
頁
。

（
妬
）
『
近
代
の
教
育
と
部
落
問
題
』
二
九
三
頁
。

（
略
）
同
右
、
三
八
六
頁
、
注
（
５
）
。




